
新しい日本語辞書定義文型の策定に向けて (第ニ報)

佐藤 理史 (名古屋大学大学院工学研究科)
夏目 和子 (名古屋大学大学院工学研究科)

Towards Full-Sentence Definitions of Japanese Words

(Second Report)

Satoshi Sato (Graduate School of Engineering, Nagoya University)
Kazuko Natsume (Graduate School of Engineering, Nagoya University)

要旨
2014年 3月に開催された第 5回コーパス日本語学ワークショップにおいて、我々は、日本
語の語を定義する新しい記述法 (定義文型)として、COBUILD の full-sentence definition
(FSD)に倣った日本語 FSDを提案し、そのガイドラインを示した。本稿では、その続編と
して、主として、副詞、形容詞、動詞に関する進捗状況を報告する。

1 日本語FSD

我々が設計している日本語 full-sentence definition (FSD)[1]は、COBUILD[2]の FSDに
倣ったものであり、それぞれの見出語に対していくつかのターゲット (表現形式)を設定し、
その用法・語義を完全な文形式で提示するものである。以下に例を示す。

【そっけない】 [イ形容詞]

1. 《そっけない》〈態度・声・返事など〉とは、
気持が入っていない〈態度・声・返事〉のこと。
例：彼のそっけない返事に腹が立った。

2. 《そっけない》〈文章・建物など〉とは、
工夫や飾りがなくてつまらない〈文章・建物〉のこと。
例：この家は広いけれどそっけないね。

3. ［〈誰か〉に］《そっけなく》〈言う・答えるなど〉とは、
［〈誰か〉に］短いことばで感情を表さないで〈言う・答える〉ことをいう。
例：「べつに」とそっけなく答えた。

4. ［〈誰か〉に］《そっけなくする》とは、
［〈誰か〉に］｛親切にしない・冷たくする｝ことをいう。
例：昨日は忙しかったので、遊びに来た友達にそっけなくしたら怒って帰ってしまった。

この例の見出語は【そっけない】、定義 1と 2のターゲットは《そっけない》、定義 3は
《そっけなく》、定義 4は《そっけなくする》である。各定義の FSDにおいて、「とは、」ま
でを前件部、それ以降を後件部と呼ぶ。前件部ではターゲットが文中でどのように用いられ
るか (形式と用法)を、後件部ではその場合の意味を言い換えによって提示するのが FSDの
基本である。
我々は 2013年より、このような FSDの記述法のガイドラインを定めるべく、実際の語に
対して FSDを記述することを試行錯誤的に取り組んでいる。2014年初頭の時点で、約 100
語についてFSDを作成したが、2015年 1月の時点において、語数はそれほど増えていない。
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表 1: FSD作成の進行状況 (分数は、「作成済/作業対象」を表す)

分類　 総数 か き く け こ さ し す せ そ
イ形容詞 11/15 0/4 4/4 2/2 3/3 1/1 1/1
ナ形容詞 24/24 10/10 2/2 12/12
形容詞的な名詞 13/13 13/13
動詞 33/33 13/13 20/20
副詞 32/35 10/11 5/5 2/2 1/1 3/3 3/5 3/3 4/4 1/1
サ変名詞 3/42 3/42
カテゴリ的な名詞 0/9 0/9
動詞由来の名詞 0/11 0/11
その他の名詞 0/18 0/18
総数 116/200

表 1に、現時点までに作成作業に着手した見出語の数 (分母)と、いちおう作業が終了した
と考えている見出語の数 (分子)を示す。この表に示すように、これまでに FSDの記述法が
ほぼ固まってきたのは、形容詞、動詞、副詞の 3品詞である。
実際の作業は、次のような手順で進めている。

1. 旧日本語能力試験の出題基準 [3]の語彙表の「カ行」と「サ行」の語のうち、旧 1級に
位置付けられている内容語を選ぶ。

2. その語の意味・用例を、既存の辞書1を参考に調べる。
3. これと並行して、コーパスの用例を調べる。
4. これらの調査結果に基づいて、採用すべきターゲット (形式)と前件部 (文中でどのよ
うに使われるか＝用法)を定め、それに対する後件部 (言い換え)を記述する。後件部
は、できるだけ旧 2級以下の語彙で記述する。

5. これらの作業を通して、適宜、FSD作成ガイドラインを更新・修正するとともに、そ
れまでに作成した FSDを見直して修正する。

用例は、主に『現代日本語書き言葉均衡コーパス (BCCWJ)』を、NINJAL-LWP for BC-
CWJ (以下NLB2と略記)を用いて調べる。NLBで得られる用例が少ない (1,000件未満)場
合は、『筑波ウェブコーパス (TWC)』を、NINJAL-LWP for TWC (以下 NLT3と略記)を
用いて調べる。これらのコーパス検索ツールは、名詞や動詞などの内容語の共起関係や文法
的振る舞いを網羅的に表示できるため、FSD作成のための用例調査に適している。
原則として、コーパス中の出現頻度の高い形式と用法を、前件部として採用する。見出し

語によっては、基本形の用法よりも他の活用形の用法の方が高い頻度で用いられるものがあ
る。例えば、「しぶとい」についてNLTで調査すると、全 908件のなかで、出現頻度が高い
形式・用法は、次のような形式である。

a. しぶとい＋名詞 187件
b. 名詞＋ガ格の助詞＋しぶとい 113件
c. しぶとく＋動詞 387件

1 主に、岩波国語辞典 (第７版新版)、明鏡国語辞典 (第２版)、三省堂例解小学国語辞典 (第３版)、三省堂国
語辞典 (第７版)

2 国立国語研究所、Lago言語研究所『NINJAL-LWP for BCCWJ』(http://nlb.ninjal.ac.jp)
3 筑波大学、国立国語研究所、Lago言語研究所『NINJAL-LWP for TWC』(http://corpus.tsukuba.ac.jp)
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この頻度傾向に従い、「しぶとい」という基本形の形式・用法 (定義 1)以外に、「しぶとく」
という連用修飾用法 (定義 2)を採用する。定義 1の前件部ではガ格となる名詞を、定義 2で
は被修飾用言を、それぞれどのように記述するかが問題となる。これらの記述は、上記の形
式・用法の bの名詞、および、cの動詞として、どのような語が現れやすいかを観察して定
める。もし、MIスコア (相互情報量＝結びつきの強さの指標)が高い語があった場合は、慣
用表現とみなすかどうかも判断する。以下に、「しぶとい」に対する現在の FSDを示す。

【しぶとい】 [イ形容詞]

1. 〈人・物〉が《しぶとい》とは、
〈人・物〉がかんたんに｛負けない・諦めない・死なない｝性質だということ。
例：彼はしぶといので、なかなか負けを認めませんよ。

2. ［〈人・物〉が］《しぶとく》〈生きる・残る・続けるなど〉とは、
［〈人・物〉が］［困難な状況でも］諦めないで〈生きる・残る・続ける〉こと。
例：けがや病気にも負けず、しぶとく生き残っています。

同一のターゲットに対しても、意味や用法が異なると判断すれば、複数の語義を立てる
(たとえば「そっけない」の定義 1と 2)。特に動詞の語義認定については注意を要する。こ
れについては、5節で述べる。
上で述べたように、FSDの後件部は、できるだけ旧 2級以下の語彙で記述する方針を取っ
ているが、語の定義に必要と考えられる旧 1級・級外の語彙も存在する。具体的には、次の
ようなものがある。

1. FSDの記述に欠かせない語。例：「人々」、「発話」
2. 動詞 (の連用形)が名詞化したもの。例：「動き」、「頼り」、「思い」、「考え方」、「や
り方」

3. 典型的な補足語・被修飾語を記述するための語。例：「行為」、「対応」、「保つ」、「乱
れる」、「耐える」、「デザイン」

これは、FSD作成ガイドラインに列挙するようにしている。
以下では、副詞、形容詞、動詞の順に、昨年度からの進捗を述べる。

2 副詞

日本語では、述語を修飾する語のうち、活用しないものを副詞に分類する。単に用言 (述
語)を修飾するだけの副詞の場合、前件部には典型的な被修飾語 (用言)を示せばいい。以下
に具体例を示す。

【ことごとく】 [副詞]

1. ［〈誰か〉が〈何か〉を］《ことごとく》〈行う：否定する・消し去る・変えてしまうなど〉とは、
［〈誰か〉が〈何か〉を］少しも残さず全部〈行う〉ことをいう。
例：迷惑メールをことごとく無視する。

しかしながら、特定の表現や活用形と呼応する場合は、それを示すような工夫が必要とな
る。一方、オノマトペに分類される副詞においては、後件部の記述が問題となる。
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2.1 他の表現と呼応する副詞

他の表現と呼応する副詞は、どのような表現と典型的に呼応するかを、できるだけ FSD
の前件部に含めることとする。具体的には、次のような語が対象となる。

1. 述語の否定形と呼応する「程度の副詞」。例：「さほど」
2. 文末の「ムード」の表現と呼応する「陳述の副詞」

• 概言 (真とは断定できない知識を述べるムード)と呼応するもの。例：「さぞ」
• 比況 (ある事態を性質の類似した別の事態で特徴づけるムード)と呼応するもの。
例：「さも」

• 従属節において条件・譲歩の表現と呼応するもの。例：「仮に」

FSDの記述例を以下に示す。(一部の定義を省略した。)

【さほど】 [副詞]

1. 《さほど》〈どうではない：難しくない・大きくない・悪くないなど〉とは、
｛たいして・あまり｝〈どうではない〉ということ。
例：母はここからさほど離れていないところに住んでいます。

2. 《さほど (の)》〈差・影響・意味など〉は〈ない〉とは、
特に大きな〈差・影響・意味〉が〈ない〉ということ。
例：５分くらいの遅刻なら、さほど問題はないでしょう。

【さぞ】 [副詞]

1. ［〈誰か〉は］《さぞ》〈どうする・どうだ：驚く・喜ぶ・困る・疲れる・辛い・嬉しい・大変・
幸せなど-｛だろう・にちがいないなど｝〉とは、
［〈誰か〉は］｛きっと・どんなにか｝〈どうする・どうだ-｛だろう・にちがいない｝〉という
こと。
例：突然の知らせに、彼はさぞ驚いたにちがいない。長い旅でさぞ疲れたでしょう。

2. ［〈何か〉は］《さぞ》〈美しい・美味しい・立派など-｛だろう・にちがいない｝〉とは、
［〈何か〉は］｛きっと・どんなにか｝〈美しい・美味しい・立派-｛だろう・にちがいない｝〉と
いうこと。
例：春になって桜が咲いたら、さぞきれいでしょうね。

【さも】 [副詞]

2. ［〈人〉が］《さも》〈どうである：正しい・重要だ・知っているなど-(かの)ように〉〈行う：言
う・扱うなど〉とは、
［〈人〉が］まるで〈どうである-(かの)ように〉〈行う〉こと。
例：この本は間違ったことをさも正しいように書いてある。彼は初めて聞いたことでも、さも
知っていたかのように話す。

【仮 (に)：かり (に)】 [副詞・形容詞的な名詞]

3a. 《仮に》〈S-｛なら・だったら・だとすれば｝〉〈S〉とは、
もし〈S-｛なら・だったら・だとすれば｝〉〈S〉ということ。
例：仮にこの案が実現したなら、たくさんの人が喜ぶだろう。

3b. 《仮に》〈S-｛ても・でも｝〉〈S〉とは、
たとえ〈S-｛ても・でも｝〉〈S〉ということ。
例：この案は仮に可能だとしても、ずいぶんお金がかかるだろうね。

なお、最後の【仮 (に)】の定義 3aと 3bの「S」は、そこに文が入ることを意味する。
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2.2 オノマトペ副詞

日本語の副詞には、オノマトペに分類されるものが多数ある。擬音語や擬態語であるオノ
マトペは、明確な意味を持ち難い。このようなオノマトペ副詞の後件部の記述では、次の原
則を適用する。

1. 原則として、オノマトペ以外の表現への言い換えを示す。例：「きっぱり (定義 1)」
2. 必要に応じて、オノマトペへの言い換えを補う。例：「きっぱり (定義 1)」
3. やむを得ず、言い換えをオノマトペで示す場合でも、できるだけ他の言い換え、説明
等を併記する。例：「きっぱり (定義 2)」、「がっちり (定義 1, 2)」

以下に、FSDの記述例を示す。

【きっぱり】 [副詞]

1. ［〈人〉が］［〈何か〉を］《きっぱり (と)》〈やめる・別れる・捨てるなど〉とは、
［〈人〉が］［〈何か〉を］｛完全に・すっかり｝〈やめる・別れる・捨てる〉こと。
例：彼はタバコをきっぱりとやめた。

2. ［〈人〉が］［〈誰か〉に］《きっぱり (と)》〈言う・断る・否定するなど〉とは、
［〈人〉が］［〈誰か〉に］［強い意思を示して］はっきり〈言う・断る・否定する〉こと。
例：何度も誘われたが、きっぱりと断った。

【がっちり】 [副詞]

1. ［〈人〉が〈物〉を］《がっちり (と)》〈組む・固めるなど〉とは、
［〈人〉が〈物〉を］動かないようにしっかり〈組む・固める〉こと。
例：夏休みの予定をがっちり組んだ。

2a. ［〈人〉が〈何か〉を］《がっちり (と)》〈つかむ・支える・押さえるなど〉とは、
［〈人〉が〈何か〉を］｛しっかり・確実に｝〈つかむ・支える・押さえる〉こと。
例：彼は客の心をがっちりとつかんだ。

2.3 オノマトペ発話

ターゲットが完結した発話となる用法は、次のような定義文型で記述する。

「《ターゲット》。」という発話は、 (前件部)
「～」という気持ちを［○○的に］いう表現。 (後件部)

オノマトペの中には、このような用法を持つものがある。以下に FSDの記述例を示す。

【がっくり】 [副詞]

3. 「《がっくり》。」という発話は、
「失望して元気がなくなった、がっかりした」という気持ちを［ひと言で］いう表現。

3 形容詞

形容詞は、大きく属性形容詞と心情 (感情)形容詞に分けることができる [4]。
属性形容詞は人、行為、物事などの性質や特徴を表す。一般に、連体修飾用法、述語用法、

連用修飾用法が可能である。用法による意味の変異が小さい場合は、代表的な用法のみを示
す。以下に FSDの具体例を示す。

【すばしこい】 [イ形容詞]
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1. 《すばしこい》〈動物・人・行動〉とは、
とても速い〈動物・人・行動〉のこと。
例：リスはすばしこいから捕まえるのがむずかしい。その子どもはとてもすばしこく逃げ回った。

これに対して、心情形容詞は、話し手 (書き手)の心情を表す表現であり、典型的には述語
用法で用いられる。その主体は、原則として話し手である。心情形容詞では、以下の定義文
型を基本とし、主体 (ガ格)は明示的に記述しない。

［付加的説明］《心情形容詞》とは、 (前件部)
～と｛思う・感じる｝こと。 (後件部)

以下に FSDの具体例を示す。

【心強い：こころづよい】 [イ形容詞]

1. ［〈何か〉があって・〈誰か〉がいて］《心強い》とは、
［頼ることのできる｛〈何か〉があって・〈誰か〉がいて｝］安心だと｛思う・感じる｝こと。
例：隣が病院なので、いざという時心強い。

2. 《心強い》〈味方〉とは、
頼りになる〈味方〉のこと。
例：友達に相談すれば、きっと心強い味方になってくれるでしょう。

3. ［〈誰か〉が〈何か〉を］《心強く》〈思う・感じる〉とは、
［〈誰か〉が〈何か〉を］頼もしく〈思う・感じる〉こと。
例：母は息子たちの言葉を心強く感じた。

この例の定義 1が、上記の文型を用いた定義である。連体修飾用法 (定義 2)や連用修飾用
法 (定義 3)は、この限りではない。

4 動詞

動詞に対しては、どれだけの語義を認定して定義として独立させるかと、定義の提示順に
ついて検討した。

4.1 語義の認定

語義の認定に対しては、次のような原則を採用することとした。

1. 語義の認定では、主に、ガ格、ヲ格、ニ格の補足語の類別により語義を分ける。

(a) 自動詞は、主に、ガ格の補足語の類別で語義を分ける。例：「冴える」、「こじれる」
(b) 他動詞は、ヲ格やニ格の補足語の類別で語義を分ける。例：「差し出す」

2. 補足語によってターゲットの言い換え表現が (微妙に)異なる場合は、つぎのいずれか
の方法を採用する。

(a) まとめて (抽象的な)説明的後件部を作る。例：「こじれる (定義 1)」
(b) 語義を分ける。例：「冴える (定義 1–4)」
(c) 慣用語句として扱う。例：「差し出す (定義 4)」

3. 典型的な語義と発展的な語義 (比喩など)は区別する。例：「込める」

以下に FSDの記述を示す。

【冴える：さえる】 [動詞]
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1. 〈色・光・音・味など〉が《冴える》とは、
〈色・光・音・味〉が｛鮮やかになる・輝く・はっきりする｝こと。
例：気温が下がると紅葉の色がいっそう冴える。

2. 〈感覚・意識：目・耳・頭・脳・勘など〉が《冴える》とは、
〈感覚・意識〉が｛鋭い・はっきりした｝状態になること。
例：夜になっても目が冴えて眠れない。今日は勘が冴えているので全問正解できそうだ。

3. 〈人〉の〈技・力：演出・推理・腕・判断力など〉が《冴える》とは、
〈人〉の〈技・力〉が｛うまく働く・発揮される｝こと。
例：職人の技が冴える日本料理。

4a. 〈状況・状態：天気・成績・株価・気分・色など〉が《冴えない》とは、
〈状況・状態〉が｛はっきりしない・良くない・鈍い｝こと。
例：高い山に登ったのに天気が冴えなくて残念だ。成績が冴えなかった人は、次は頑張ってく
ださい。日当りが悪いと葉の色が冴えない。

4b. 《冴えない人》とは、
｛ぱっとしない・鈍い感じの｝人のこと。
例：父は有名な役者ですが家では冴えないおじさんです。

4c. 〈誰か〉の《｛顔色・表情｝が冴えない》とは、
〈誰か〉が｛顔の色が良くない・元気がない｝ということ。
例：彼は表情が冴えないね、風邪でもひいたのかな。

【こじれる】 [動詞]

1. 〈話し合い・関係など〉が《こじれる》とは、
［人と人との意見が合わず］〈話し合い・関係〉が悪い方へ進んでしまうこと。
例：夫婦関係がこじれたので裁判所に相談する。

2a. 〈病気〉が《こじれる》とは、
〈病気〉がさらに重くなること。
例：風邪がこじれて肺炎になる。

2b. 〈問題〉が《こじれる》とは、
〈問題〉がさらに深くなること。
例：民族問題がこじれて争いがおこる。

【差し出す：さしだす】 [動詞]

1. ［〈人〉が］〈物・手など〉を《差し出す》とは、
［〈人〉が］〈物・手〉を相手の｛方に出す・前に置く｝こと。
例：記者が意見を求めてマイクを差し出してきた。

2. ［〈人〉が］〈何か〉を〈誰か〉に《差し出す》とは、
［〈人〉が］〈何か〉を〈誰か〉に｛与える・提供する・勧める｝こと。
例：彼は会社のために自分の財産をすべて差し出した。客にあたたかいコーヒーを差し出した。

3. ［〈人〉が］〈郵便など〉を《差し出す》とは、
［〈人〉が］〈郵便〉を送る［手続きをする］こと。
例：昨日差し出した郵便は、明日には届くと思います。

4. ［〈人〉が〈誰か〉に］《｛手・右手｝を差し出す》とは、
［〈人〉が〈誰か〉に］握手を求めるということ。
例：部屋に入ると男がにっこり笑って右手を差し出した。

【込める：こめる】 [動詞]

1. 〈人〉が〈銃など〉に〈玉〉を《込める》とは、
〈人〉が〈銃〉に〈玉〉を詰めること。
例：銃に弾丸を２発込めた。
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2. 〈人〉が〈何か〉に〈心・気持ち・意味など〉を《込める》とは、
〈人〉が〈何か〉を工夫して〈心・気持ち・意味〉が伝わるようにすること。
例：この歌には恋人への愛が込められている。

この例に示したように、定義は、1, 2, 3として区別するだけでなく、意味が似たものを、
2a, 2bのようにグループ化することを認める。

4.2 語義の提示順

語義の提示順は、以下の原則を採用することとした。

1. 語義の抽象度が高いものから具体的なものへ。
2. 補足語の内容語が限定されないものから限定されるものへ。
3. 補足語が少ないものから多いものへ。
4. ターゲットの形式：見出語と同じもの、活用形、特殊なもの (否定表現など)、慣用句
的表現の順

以下に FSDの記述例を示す。

【裂ける：さける】 [動詞]

1a. 〈何か：物・腹・頭・血管・膜・幕・布・壁など〉が《裂ける》とは、
〈何か〉が［線状の傷が入って］｛切れる・破れる・壊れる｝こと。
例：車のタイヤが裂けてしまったので交換する。脳の血管が裂けて出血する病気。強い風で幕
が裂けてしまった。

1b. 〈傷・口・穴など〉が《裂ける》とは、
〈傷・口・穴〉が切れて広がること。
例：手術の後に激しく動くと傷が裂けてしまいますよ。

1c. 〈岩・地面など〉が《裂ける》とは、
〈岩・地面〉が［線状に］｛割れる・分かれる｝こと。
例：地震の時、ここの地面が二つに裂けたのです。

1d. 〈筋肉・木など〉が《裂ける》とは、
〈筋肉・木〉の筋に沿って｛切れる・割れる｝こと。

2. 《口が裂けても》〈言えない・言ってはいけない〉とは、
｛何があっても・絶対に｝〈言えない・言ってはいけない〉ということ。
例：病気の母にお金が欲しいとは口が裂けても言えなかった。

3. 《胸が裂ける》〈思い〉とは、
とても悲しくて辛い〈思い〉のこと。
例：事故の知らせを胸が裂ける思いで聞いた。

謝辞
本研究では、『現代日本語書き言葉均衡コーパス』と『筑波ウェブコーパス』を利用した。本研究は、
JSPS科学研究費基盤研究 (B) 「平易な日本語表現への工学的アプローチ」(課題番号 24300052) の
助成を受けている。

参考文献

[1] 佐藤理史, 夏目和子. 新しい日本語辞書定義文型の策定に向けて. 第 5回コーパス日本語学ワーク
ショップ予稿集, pp. 153–160, 2014.

[2] John Sinclair, editor. COBUILD Advanced Dictionary of Engish, 7th Edition. National Geo-
graphic Learning, 2012.

[3] 財団法人日本国際教育協会国際交流基金. 日本語能力試験出題基準【改訂版】. 凡人社, 2002.
[4] 益岡隆志, 田窪行則. 基礎日本語文法—改訂版—. くろしお出版, 1992.

第7回コーパス日本語学ワークショップ予稿集 （2015年3月，国立国語研究所）

102


	新しい日本語辞書定義文型の策定に向けて（第二報）（佐藤理史、夏目和子）
 
	要旨
	1 日本語FSD
	2 副詞
	2.1 他の表現と呼応する副詞
	2.2 オノマトペ副詞
	2.3 オノマトペ発話

	3 形容詞
	4 動詞
	4.1 語義の認定
	4.2 語義の提示順

	謝辞
	参考文献




